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は
じ
め
に

　
現
在
の
米
国
に
お
け
る
災
害
対
応
・
復
興

の
体
系
は
、
連
邦
の
「
ロ
バ
ー
ト
・
T
・
ス

タ
フ
ォ
ー
ド
災
害
救
助
及
び
緊
急
支
援
法

（
カ
o
げ
Φ
拝
↓
，
ω
臨
o
箆
U
δ
器
審
村
沁
鎮
陣
臥
鋤
⇔
儀

国
簿
Φ
茜
窪
昌
》
ω
器
欝
糞
①
》
o
裳
以
下
ス
タ
フ
ォ

ー
ド
法
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ス
タ
フ
ォ

ー
ド
法
は
一
九
八
八
年
に
制
定
さ
れ
、
そ
の

後
何
度
か
の
修
正
が
加
え
ら
れ
て
き
た
。
基

本
的
に
は
連
邦
が
行
う
大
規
模
な
災
害
対
応

・
復
興
に
関
す
る
法
律
で
あ
る
が
、
地
方
政

府
、
州
も
連
携
し
た
体
系
的
な
災
害
救
助
、

緊
急
支
援
の
方
策
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
は
、
そ
れ
以
前
ま
で
の

連
邦
災
害
救
助
法
（
欝
留
色
ご
冨
の
母
譲
一
薫

》。噴

以
下
F
D
R
A
）
が
、
連
邦
の
各
省
庁

に
分
散
し
て
災
害
対
応
・
復
興
の
権
限
を
委

ね
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ら
を
連
邦
緊
急
事
態

管
理
庁
（
欝
8
霞
や弓
馨
茜
窪
昌
露
き
拶
伊
勾
Φ
馨
簿

諭
窪
。
≦
以
下
F
E
M
A
）
に
集
約
・
再
編

し
、
同
時
に
F
E
M
A
の
災
害
対
策
に
関
す

る
主
要
な
権
限
を
直
接
的
に
大
統
領
に
集
約

し
た
。
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
は
一
九
八
八
年
に

制
定
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
被
災
者
支
援
と
被

害
軽
減
に
関
し
て
大
き
な
法
律
修
正
が
行
わ

れ
た
他
、
数
度
の
修
正
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
現
在
の
法
律
は
二
〇
〇
七
年
に
修

正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
こ
の
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
と
そ
の

実
行
を
担
う
F
E
M
A
に
お
け
る
対
応
を
中

心
に
、
米
国
で
実
際
に
起
き
た
大
災
害
な
ど

を
例
に
挙
げ
つ
つ
、
米
国
の
災
害
対
応
・
復

興
の
法
シ
ス
テ
ム
を
紹
介
す
る
。

一

F
E
M
A
誕
生
の
時
代
的
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
レ

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

　
璽
　
F
E
M
A
誕
生
に
至
る
ま
で

　
｝
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に
か

け
、
当
時
、
住
宅
都
市
開
発
省
（
浮
冨
量
豊

o
脇
国
o
塁
脚
夷
憩
α
0
3
還
⇔
の
毒
一
8
奪
Φ
導
“
以

下
H
U
D
）
内
に
設
置
さ
れ
て
い
た
連
邦
災

害
支
援
庁
（
頴
留
邑
9
霧
跨
》
量
器
鷺
の

蝕
鼠
塗
欝
音
溢
F
D
A
A
）
に
は
、
当
時
相

次
い
だ
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
地
震
な
ど
へ
の
連
邦

の
災
害
対
応
や
復
興
支
援
へ
の
過
大
な
要
求

が
た
く
さ
ん
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
災
害
は
、
自
然
災
害
の
被
害
へ

の
対
応
に
人
々
の
関
心
を
持
た
せ
、
災
害
支

援
へ
の
新
た
な
立
法
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

一
九
六
八
年
に
は
全
米
洪
水
保
険
法
（
騨
－

ぎ
欝
一
田
○
＆
ぎ
の
薮
き
8
》
o
貧
以
下
N
F
l

A
）
が
住
宅
保
有
者
に
対
す
る
洪
水
へ
の
対

応
の
た
め
に
成
立
し
た
。
ま
た
一
九
七
四
年

に
は
F
D
R
A
が
成
立
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て

大
統
領
が
大
災
害
宣
言
を
す
る
こ
と
で
連
邦

政
府
が
災
害
対
応
と
復
興
に
直
接
的
に
関
わ

っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
緊
急
事
態
や
災
害
は
依

然
と
し
て
多
様
な
顔
を
見
せ
て
い
た
。
た
と

え
ば
原
子
力
発
電
所
の
事
故
や
、
大
規
模
な

交
通
関
連
災
害
の
危
険
性
な
ど
が
自
然
災
害

に
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
結
果
と
し
て

一
〇
〇
以
上
の
連
邦
政
府
の
機
関
が
災
害
を

は
じ
め
と
す
る
緊
急
事
態
に
関
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
州
や
地
方
政
府
に
お
い

て
は
、
多
く
の
似
通
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
政

策
が
、
連
邦
政
府
の
各
機
関
の
災
害
救
助
の

シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
て
存
在
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
全
米
知
事
会

は
、
災
害
時
な
ど
に
対
応
す
る
機
関
の
数
を

減
ら
し
、
連
邦
の
緊
急
事
態
対
応
機
能
を
も

っ
と
集
中
化
し
て
く
れ
る
よ
う
当
時
の
カ
ー

タ
ー
大
統
領
に
要
請
し
た
。

　
2
　
F
E
瓢
A
誕
生

　
一
九
七
四
年
、
カ
…
タ
…
大
統
領
は
大
統

領
令
に
よ
っ
て
、
多
く
の
連
邦
の
機
関
が
担

う
個
々
の
災
害
対
応
の
責
任
を
統
合
す
る
た

め
に
F
E
M
A
を
設
立
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
連
邦
保
険
庁
、
全
米
消
防
庁
、
H
U
D

の
連
邦
災
害
支
援
庁
な
ど
の
他
、
国
防
省
の



民
間
防
衛
準
備
庁
も
同
様
に
F
E
M
A
に
統

合
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
点
か
ら
F
E
M

A
は
小
さ
な
災
害
か
ら
戦
争
に
至
る
よ
う
な

大
災
害
に
対
応
で
き
る
統
合
さ
れ
た
緊
急
事

態
管
理
シ
ス
テ
ム
（
一
溝
罐
蒙
鑑
両
馨
茜
窪
畠

寓
卿
器
α
q
①
馨
溝
ω
毒
馨
）
の
開
発
に
着
手
し

た
。　

F
E
M
A
は
設
立
直
後
か
ら
、
キ
ュ
ー
バ

亡
命
危
機
（
一
九
八
○
）
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島

の
原
子
炉
事
故
（
一
九
七
九
）
な
ど
多
く
の

予
期
せ
ぬ
複
雑
な
問
題
に
直
面
し
た
。
そ
の

後
も
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
ロ
マ
・
プ
リ
エ

タ
地
震
（
一
九
八
九
）
、
ハ
リ
ケ
…
ン
・
ア
ン

ド
リ
ュ
i
（
一
九
九
二
）
な
ど
が
襲
う
な
ど
、

F
E
M
A
の
試
練
は
続
く
。

　
一
九
八
八
年
に
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
が
成
立

し
、
F
E
M
A
が
恒
常
的
な
連
邦
の
機
関
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
既
に
危
機
管
理
に

関
す
る
多
く
の
機
能
が
F
E
M
A
に
集
約
さ

れ
つ
つ
は
あ
っ
た
が
、
危
機
管
理
に
関
わ
る

主
務
官
庁
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
連
邦
災
害

救
助
法
（
F
D
R
A
）
で
各
省
庁
に
分
散
し

て
い
た
機
能
を
正
式
に
F
E
M
A
が
担
っ
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
3
　
F
E
M
A
の
活
躍
と
役
割

　
一
九
九
三
年
に
大
統
領
に
就
任
し
た
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
は
、
F
E
M
A
長
官
に
危
機

管
理
を
専
門
と
す
る
ジ
ェ
！
ム
ズ
・
ウ
ィ
ッ

ト
氏
を
抜
擢
し
任
に
あ
た
ら
せ
た
。
直
後
の

一
九
九
四
年
に
は
ロ
サ
ン
ジ
ヱ
ル
ス
で
ノ
ー

ス
リ
ッ
ジ
地
震
が
勃
発
し
た
が
、
そ
の
際
の

F
E
M
A
が
直
後
の
災
害
対
応
だ
け
に
限
ら

ず
復
興
面
に
お
い
て
も
見
事
な
対
応
を
し
て

み
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権

下
に
お
い
て
F
E
M
A
は
一
躍
脚
光
を
浴
び

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
の
F
E
M
A
の

働
き
は
日
本
で
も
報
じ
ら
れ
、
翌
年
起
き
た

阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
は
、
日
本
版
の
F

E
M
A
必
要
論
が
多
方
面
で
展
開
さ
れ
た
。

　
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ィ
ッ
ト
氏
は
、
危
機
管

理
に
お
い
て
は
「
救
助
・
救
援
（
寄
匿
騰
ご

や
「
復
興
（
圏
8
〈
の
蔓
ご
も
重
要
だ
が
、

「
事
前
準
備
（
牢
8
器
魯
霧
ω
）
」
と
、
被
害

軽
減
（
護
凝
蝕
霧
ご
が
重
要
だ
と
説
き
、

そ
れ
ま
で
前
者
二
つ
の
役
割
に
終
始
し
て
い

た
危
機
管
理
の
考
え
方
を
大
き
く
変
更
し

た
。

　
4
　
同
時
多
発
テ
臼
の
勃
発
と

　
　
国
土
安
全
保
障
省
の
設
立

　
二
〇
〇
一
年
九
月
に
起
き
た
同
時
多
発
テ

ロ
事
件
は
、
米
国
の
危
機
管
理
の
根
幹
を
揺

る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。
国
土
全
体
の
安
全

保
障
を
強
く
意
識
し
た
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
大

統
領
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
に
、
F
E
M
A

を
は
じ
め
と
す
る
二
二
の
関
連
連
邦
機
関
を

集
結
さ
せ
、
国
土
安
全
保
障
省
（
0
8
誉
の
講

縁
頃
o
臼
巴
磐
α
留
9
ユ
蔓
“
以
下
D
H
S
）
を
発

足
さ
せ
た
。
こ
の
時
点
で
F
E
M
A
は
そ
れ

ま
で
の
大
統
領
の
直
属
機
関
（
緯
象
昌
）
で

あ
っ
た
位
置
づ
け
か
ら
、
国
土
安
全
保
障
省

の
一
部
局
（
oご
ξ
①
磐
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
5
　
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の

　
　
襲
来
と
F
E
瓢
A
の
役
割
見
直
し

　
二
〇
〇
五
年
八
月
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト

リ
ー
ナ
が
襲
来
し
た
。
こ
れ
が
国
土
安
全
保

障
省
と
し
て
も
最
初
の
大
災
害
対
応
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
際
の
D
H
S
及
び
F
E
M
A
の

直
後
対
応
に
大
き
な
批
判
が
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
批
判
の
原
因
と
な
っ
た
大
き
な
要
因
の

｝
つ
が
、
F
E
M
A
の
決
定
権
限
と
大
統
領

へ
の
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
二
〇

〇
六
年
一
〇
月
、
当
時
の
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

は
、
「
カ
ト
リ
ー
ナ
後
の
危
機
管
理
改
革
法

（
ぎ
撃
欝
鼠
欝
国
欝
の
茜
象
塁
寄
脇
。
嵩
鋸
》
9
）
」

に
サ
イ
ン
を
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
カ
ト
リ

ー
ナ
の
反
省
を
踏
ま
え
、
危
機
管
理
に
お
け

る
重
要
な
諸
権
限
を
F
E
M
A
に
与
え
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
の
成
立
を

受
け
二
〇
〇
七
年
六
月
に
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法

が
修
正
さ
れ
、
関
連
の
権
限
が
修
正
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二

ス
タ
フ
ォ
茎
ド
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
レ

連
邦
の
危
機
管
理
対
応

　
こ
こ
で
は
、
図
に
示
し
た
「
ス
タ
フ
ォ
ー

ド
法
に
基
づ
く
米
国
の
災
害
・
事
件
対
応
の

概
要
図
」
に
お
け
る
緊
急
事
態
対
応
の
流
れ

を
、
詳
し
く
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
の
流
れ

は
、
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
に
基
づ
く
連
邦
政
府

に
よ
る
緊
急
事
態
が
起
き
た
州
や
地
方
政
府

に
対
す
る
緊
急
事
態
対
応
支
援
の
流
れ
で
あ

る
。　

こ
の
場
合
に
活
動
を
開
始
す
る
主
要
な
組

織
・
チ
ー
ム
と
し
て
、
国
家
対
応
調
整
セ
ン

タ
i
（
Z
鑑
霞
鉱
困
O
。
ゆ
9
霧
Φ
0
8
鼠
鍵
践
8

0
①
簿
霞
”
N
R
C
C
）
、
地
域
対
応
調
整
セ
ン

タ
i
（
箒
α
q
一
〇
欝
｝
閃
Φ
8
0
器
Φ
0
8
a
一
惹
賦
S

O
の
馨
慌
R
R
C
C
）
、
現
地
災
害
合
同
本
部

（
憲
纂
箒
観
○
浮
色
J
F
O
）
、
災
害
復
興

セ
ン
タ
｝
（
臣
器
9
霞
襯
8
お
蔓
9
簿
段
”
D

R
C
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
藩
　
緊
急
事
態
の
監
視
及
び

　
　
事
前
の
人
材
・
資
材
の
配
置

　
国
土
安
全
保
障
省
（
D
H
S
）
の
国
家
作

戦
セ
ン
タ
ー
（
2
路
。
量
9
霞
蝕
象
O
撃

母
一
N
O
C
）
は
常
時
、
起
こ
り
う
る
大
災

害
ま
た
は
緊
急
事
態
を
監
視
す
る
。
事
前
警

報
を
N
O
C
が
発
し
た
場
合
は
、
D
H
S
は

州
の
緊
急
事
態
作
戦
セ
ン
タ
ー
（
国
馨
茜
象
畠

9
馨
瓢
S
9
幕
艶
E
O
C
）
に
連
絡
係
及

び
人
員
を
D
H
S
自
ら
、
ま
た
は
他
の
連
邦

政
府
機
関
に
要
請
し
て
配
置
で
き
る
。
R
R

C
C
は
全
体
又
は
一
部
で
稼
働
さ
れ
る
。
人

材
、
設
備
、
物
資
を
収
容
す
る
た
め
に
、
運

搬
基
地
等
の
施
設
を
設
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　
2
　
大
統
領
宣
言
へ
の
プ
日
セ
ス

　
大
き
な
災
害
や
事
件
直
後
に
は
、
地
方
政

府
の
緊
急
事
態
対
応
要
員
が
緊
急
事
態
対
応

を
行
う
と
と
も
に
、
状
況
を
評
価
す
る
。
彼

ら
は
相
互
支
援
協
定
や
支
援
契
約
な
ど
に
基

づ
く
さ
ら
な
る
支
援
内
容
を
検
討
し
、
情
報

収
集
を
進
め
な
が
ら
、
被
災
状
況
な
ら
び
に
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図　スタフォード法に基づく米國の災害・事件対応の概要図

　　　　　　　連邦の資材・人材
　　　　　　　螂害の事前に配
　　　　　　　　　　　　　　　　　災害・事偉勃発

　　　　　　　　　　　　　　　　地方政府の初齪対応者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　現場に到藩

　地災害合同本部
　あする　ネぜロ　オオ

続鰭理麟　　　大纈
　　　　　　　　　　　　　連邦非常事態蒙た1
　　　　　　　　　　　　　連邦大災害を宣蟹

　　　　　　　報イ趨
府の焚鰍赫者　　霞治体の善長など
髭場に到藩　．　　　　　地域のEOCを稼働

　　　　　　　　　　　　　相互支援及び
　　　　　　　　　　　　　州の支援要講

籔　州の畿、、
国家安金保瞳省長蜜　　　　　大麺領の災害宣護
を通じた勧告　　　　　　　　　要講

　　　　　　　　FEMA地域オフィス
1長官　　　　　　州知事の要講に基く
二基く　　　勧鑑　　　被害状況評

対応チームまたは
資材・人材の醍置

璽MA管理者（長官
州知事の要講に基＜
＼被害瑳犬況言平価－

州
に
よ
る
支
援
の
必
要
性
を
評
価
、
検
討
す

る
。
州
は
情
勢
を
再
検
討
し
て
、
州
内
の
資

源
を
動
員
す
る
と
と
も
に
、
州
間
協
定
な
ど

に
基
づ
く
支
援
な
ど
を
検
討
し
、
そ
の
対
応

状
況
を
D
H
S
の
F
E
M
A
の
地
方
事
務
所

に
報
告
す
る
。
知
事
は
、
州
の
緊
急
事
態
対

応
計
画
（
閃
馨
茜
窪
2
9
震
蝕
。
霧
鷺
磐
）
を

発
動
し
、
緊
急
事
態
を
宣
言
し
た
う
え
で
、

州
と
D
H
S
に
よ
る
予
備
的
被
害
評
価
（
や
挙

爆
巨
票
毒
⇔
霞
一
轟
O
》
q。
o

。
O
器
慧
①
馨
”
P
D
E
）

資料：Overview　of　StafforδAct　S雛ppQ酸o　Staねs

h盤P：〃〈欄，fema．gov／pdξ／er資eギgency／r｝授ノ糞播一s斐a｛ford、罫）d

実
施
を
要
求
す
る
。
知
事
は
P
D

E
の
結
果
に
基
づ
き
、
大
統
領
宣

言
を
要
求
し
、
必
要
な
連
邦
支
援

を
明
ら
か
に
で
き
る
。

　
3
　
地
域
に
お
け
る
初
期
対
応

　
大
災
害
又
は
緊
急
事
態
の
宣
言

後
、
現
地
災
害
合
同
本
部
（
J
F

O
）
が
設
置
さ
れ
る
ま
で
は
、
地

，
域
レ
ベ
ル
の
職
員
で
構
成
す
る
R

R
C
C
が
、
地
域
及
び
現
地
で
の

初
期
対
応
の
調
整
を
行
う
。
地
域

チ
…
ム
は
事
態
の
影
響
を
評
価

し
、
州
の
緊
急
的
二
ー
ズ
を
は
か

り
、
現
地
活
動
の
展
開
に
向
け
た

事
前
調
整
を
行
う
（
地
域
レ
ベ
ル

で
活
用
で
き
る
資
源
が
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
場
合
、
ま
た
は
潜
在
的

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
か
ね
な
い

場
合
は
、
D
H
S
が
全
米
レ
ベ
ル
の

事
案
管
理
支
援
チ
ー
ム
（
露
息
留
講

濠
麩
轟
①
鷺
Φ
簿
諺
o
ゆ
臨
の
窪
8
↓
＄
置
“

I
M
A
T
）
を
派
遣
す
る
。

　
4
　
N
R
C
C
に
よ
る
R
R
C
C
の
支
援

　
事
態
の
広
が
り
と
大
き
さ
に
応
じ
て
、
N

R
C
C
が
初
動
と
役
割
の
割
り
振
り
を
行

い
、
R
R
C
C
を
支
援
す
る
。

　
5
　
州
調
整
官
と
連
邦
調
整
官

　
州
知
事
は
州
調
整
官
（
の
蒙
Φ
9
。
＆
圃
惹
鉱
凝

○
曲
8
慌
S
C
O
）
を
指
名
し
、
州
に
よ
る

対
応
と
復
興
に
つ
い
て
概
括
す
る
。
ス
タ
フ

ォ
；
ド
法
に
よ
る
大
統
領
宣
言
が
出
さ
れ
る

と
、
大
統
領
に
よ
り
連
邦
調
整
官
（
頴
8
邑

9
。
ゑ
鋸
静
閃
○
曲
8
二
F
C
O
）
が
指
名
さ

れ
、
連
邦
政
府
の
支
援
活
動
を
統
括
、
調
整

す
る
。
F
C
O
は
S
C
O
と
協
働
し
て
必
要

な
支
援
を
判
断
す
る
。

　
6
　
現
地
合
同
災
害
本
部
（
J
F
O
）

　
現
地
合
同
災
害
本
部
（
J
F
O
）
は
、
地

方
政
府
や
州
、
連
邦
の
指
導
者
達
の
中
央
に

立
ち
、
災
害
、
事
件
等
の
支
援
の
調
整
を
行

う
。
統
一
調
整
グ
ル
ー
プ
が
J
F
O
を
リ
…

ド
す
る
。
統
一
調
整
グ
ル
ー
プ
は
、
通
常
F

C
O
と
S
F
O
に
加
え
、
関
係
す
る
自
治
体

や
機
関
の
代
表
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
災
害
・

事
件
に
対
す
る
作
戦
的
な
責
任
を
持
つ
。
こ

の
グ
ル
…
プ
は
当
初
の
J
F
O
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
会
議
電
話
な
ど
に
よ

り
、
初
動
の
課
題
な
ど
を
設
定
し
て
い
く
。

　
7
　
緊
急
事
態
支
援
機
能

　
統
一
調
整
グ
ル
ー
プ
は
、
J
F
O
か
ら
現

場
作
戦
を
調
整
す
る
。
州
や
地
方
政
府
機
関

な
ど
の
調
整
に
お
い
て
、
緊
急
事
態
支
援
機

能
（
国
§
茜
窪
2
ω
著
宕
講
浮
8
ぎ
日
以
下

E
s
F
　
後
述
）
は
、
現
在
一
五
の
機
能
（
後

述
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
E
S
F
は
現

状
を
評
価
し
、
何
が
必
要
か
を
見
極
め
る
。

連
邦
の
諸
機
関
は
、
D
H
S
や
F
E
M
A
の

目
的
に
応
じ
て
、
あ
る
い
は
、
各
機
関
の
権

限
に
お
い
て
、
人
材
・
資
材
を
提
供
す
る
。

　
8
　
復
興
活
動
の
開
始

　
優
先
的
な
緊
急
対
応
が
行
わ
れ
た
時
点

で
、
復
興
活
動
を
開
始
す
る
。
復
興
や
被
害

軽
減
の
支
援
に
取
り
組
む
連
邦
政
府
と
州
政

府
の
関
係
機
関
が
招
集
さ
れ
て
州
内
の
支
援

二
ー
ズ
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

　
9
　
公
的
支
援
プ
目
グ
ラ
ム

　
ス
タ
フ
薯
ー
ド
法
に
基
づ
く
公
的
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
州
や
地
方
政
府
へ
の
災
害

支
援
と
個
々
の
ノ
ン
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
団
体
へ

の
支
援
が
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
、
F
E
M

A
は
州
と
と
も
に
、
支
援
受
給
資
格
の
あ
り

そ
う
な
申
請
者
に
対
し
、
様
々
な
支
援
が
あ

る
こ
と
に
加
え
、
ど
の
よ
う
に
申
請
す
る
か

の
P
R
を
行
っ
て
い
る
。

　
沁
　
危
険
軽
減
管
理
計
画

　
緊
急
事
態
対
応
と
復
興
活
動
を
通
じ
て
、

被
害
軽
減
を
支
援
す
る
J
F
O
の
ス
タ
ッ
フ

は
危
険
軽
減
管
理
計
画
（
鍛
震
欝
山
憲
凝
呂
象

浅
邑
駐
冨
牙
①
諏
磐
）
に
沿
っ
て
軽
減
効
果

を
最
大
化
す
る
方
法
を
検
討
す
る
。

　
η
　
支
援
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　
J
F
O
に
よ
る
フ
ル
タ
イ
ム
の
組
織
間
調

整
の
必
要
性
が
少
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
統

一
調
整
グ
ル
ー
プ
は
連
邦
政
府
資
源
利
用
の

選
択
的
解
除
、
動
員
解
除
、
支
援
終
了
に
向

け
た
計
画
を
検
討
す
る
。
連
邦
機
関
は
そ
の

後
、
災
害
支
援
を
州
な
ど
に
保
証
し
つ
つ
、

州
の
職
員
な
ど
を
通
じ
て
、
個
々
の
復
興
や

技
術
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
支
援
動
向
を
監

視
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
流
れ
が
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法

に
基
づ
く
米
国
の
災
害
・
事
件
対
応
の
基
本
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的
な
流
れ
で
あ
る
。
実
際
に
ハ
リ
ケ
ー
ン
・

カ
ト
リ
ー
ナ
襲
来
時
直
後
に
は
、
D
H
S
が

設
立
さ
れ
て
最
初
の
連
邦
大
災
害
宣
言
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
対
応
が

ほ
と
ん
ど
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
最
も
大
き

な
理
由
は
、
い
ず
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て

も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
欠
如
に
よ
る

情
報
不
足
で
あ
っ
た
。
被
害
の
状
況
認
識
す

ら
出
来
な
い
状
況
で
は
、
上
記
2
の
被
害
の

評
価
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
降
の
対

応
は
全
く
出
来
な
か
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
た
だ
、
当
時
、
議
会
が
ハ
リ
ケ

ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の
際
の
連
邦
の
対
応
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
イ
ロ

検
証
・
評
価
し
た
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
は
、

現
場
や
州
な
ど
か
ら
の
情
報
が
上
が
っ
て
こ

な
い
か
ら
こ
そ
連
邦
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

取
っ
て
対
応
を
率
先
し
て
行
う
べ
き
だ
っ
た

と
の
評
価
も
あ
っ
た
。

三

国
家
対
応
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
N

R
F
）
と
国
家
事
案
管
理
シ
ス
テ

ム
（
N
亙
M
S
）
の
概
要

　
屡
　
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
お
け
る

　
　
国
家
対
応
計
画
（
N
R
P
）

　
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
が
起
き
た
後
、
ブ
ッ

シ
ュ
大
統
領
は
、
そ
れ
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
の

緊
急
事
態
対
応
が
、
テ
ロ
に
対
し
て
十
分
で

は
な
い
と
認
識
し
、
ま
ず
そ
の
対
応
の
た
め

に
二
〇
〇
二
年
に
F
E
M
A
を
含
む
二
二
の

緊
急
事
態
対
応
諸
官
庁
を
統
合
し
、
国
土
安

全
保
障
省
（
ご
8
蟄
。
簿
9
讐
§
一
き
山

qり

Φ
。
鼠
蔓
“
D
H
S
）
を
設
立
し
た
。

　
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
二
月
に
は
、
国
土
安

全
保
障
大
統
領
令
5
（
警
導
畠
＆
ω
Φ
。
鼠
蔓

等
①
の
嬢
Φ
註
臥
U
嘗
O
O
牙
Φ
“
H
S
P
D
－
5
）
に

お
い
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
国
内
に
お
け

る
様
々
な
災
害
や
事
件
に
対
す
る
連
邦
政
府

の
対
応
の
指
針
と
な
る
新
し
い
国
家
対
応
計

画
（
Z
呂
象
臥
寄
巷
o
霧
o
蝕
§
”
以
下
N
R
P
）

の
策
定
と
N
R
P
に
基
づ
く
国
家
事
案
管
理

シ
ス
テ
ム
（
Z
鋒
o
惹
＝
蓉
箆
Φ
籍
鎮
磐
薦
o
臼
①
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
ロ

ω
凌
§
”
以
下
N
I
M
S
）
の
策
定
を
指
示
し

た
。　

二
〇
〇
四
年
三
月
に
ま
ず
N
I
M
S
が
発

表
さ
れ
、
同
年
一
二
月
に
N
R
P
が
連
邦
議

会
で
最
終
承
認
さ
れ
た
。
N
R
P
は
州
や
地

方
の
緊
急
事
態
に
対
し
、
連
邦
政
府
の
支
援

を
与
え
る
た
め
、
ま
た
連
邦
の
権
威
と
責
任

を
直
接
実
行
す
る
た
め
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
N
R
P
は
、
そ
れ

以
前
に
あ
っ
た
連
邦
対
応
計
画
（
評
号
簸
襯
－

の
℃
。
湯
①
短
§
”
F
R
P
）
を
、
W
T
C
事
件

な
ど
の
経
験
を
も
と
に
大
き
く
改
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
策
定
も
ス
タ
フ
ォ
ー

ド
法
に
基
づ
い
て
い
る
。

　
改
定
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
テ
ロ
に
対

す
る
様
々
な
防
止
策
や
対
応
策
等
が
強
化
さ

れ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
に
も
関
連
す
る

が
、
F
R
P
で
は
一
二
の
緊
急
事
態
支
援
機

能
（
両
導
o
茜
象
畠
Q
o
琶
8
醤
頃
¢
ロ
＆
霞
”
以
下

E
S
F
）
が
設
け
ら
れ
、
大
統
領
に
よ
る
宣

言
が
出
さ
れ
る
と
、
各
省
庁
が
分
担
し
て
大

災
害
な
ど
に
対
応
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ

た
。
N
R
P
で
は
さ
ら
に
三
機
能
増
や
さ

れ
、
一
五
の
E
S
F
が
確
立
さ
れ
た
。
増
や

さ
れ
た
三
つ
の
機
能
は
、
以
下
の
う
ち
＃
⑬

～
＃
⑮
の
機
能
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
W
T
C

事
件
後
の
対
応
に
お
い
て
重
要
と
認
識
さ
れ

た
機
能
で
あ
る
。

《
N
R
P
に
お
け
る
一
五
の
緊
急
支
援
機
能

　
（
め
露
o
茜
窪
畠
ω
段
b
唱
o
簿
噂
欝
＆
o
播
”

　
　
　
　
る
レ

　
E
S
F
）
》

E
S
F
＃
①
交
通
（
⇒
§
ω
唇
轟
鉱
自
）

E
S
F
＃
②
通
信
（
9
霧
蓑
旨
幾
。
器
）

E
S
F
＃
③
公
共
工
事
・
土
木
（
評
茎
。

　
≦
o
蒔
の
鋤
且
鵜
轟
ぎ
①
R
ぎ
鵬
）

E
S
F
＃
④
消
防
（
閃
冨
凝
『
9
α
q
）

E
S
F
＃
⑤
緊
急
事
態
管
理
（
国
馨
茜
窪
2

　
竃
磐
薦
①
ヨ
①
馨
）

E
S
F
＃
⑥
被
災
者
対
応
、
住
宅
及
び
人
的

　
サ
ー
ビ
ス
（
憲
霧
q
。
O
輿
ρ
田
邑
轟
簿
呂

　
鎖
鍛
簿
§
ω
⑦
急
8
の
）

E
S
F
＃
⑦
資
材
・
資
源
支
援
（
圏
ω
・
畦
8

　
ω
唇
悔
良
）

E
S
F
＃
⑧
公
衆
衛
生
、
医
療
サ
ー
ビ
ス

　
（
唱
¢
げ
浮
顕
①
匹
夢
磐
伽
竃
Φ
象
8
一
ω
①
三
8
の
）

E
S
F
＃
⑨
捜
索
及
び
救
助
（
¢
き
還
留
馨
び

　
§
傷
卿
の
の
o
質
φ
）

E
S
F
＃
⑨
捜
索
及
び
救
助
（
¢
善
磐
留
鍵
9

　
き
創
菊
①
の
o
偉
Φ
）

E
S
F
＃
⑩
石
油
及
び
有
害
危
険
物
質
対
応

　
（
○
峯
　
器
血
　
鮫
鶴
母
α
o
器
　
鼠
讐
①
凱
巴
ω
　
菊
¢

　
ω
零
誘
Φ
）

E
S
F
＃
⑪
農
業
及
び
自
然
資
源
（
蓄
膏
準

　
葺
器
磐
儀
2
働
鍵
歴
鉱
力
①
ω
o
ξ
8
ω
）

E
S
F
＃
⑫
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
国
諮
R
讐
）

E
S
F
＃
⑬
公
共
の
安
全
と
治
安
（
評
呂
。

　
ω
愚
㊦
蔓
餌
鼠
ω
Φ
o
霞
ぞ
）

E
S
F
＃
⑭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
長
期
的
復
興

　
と
被
害
軽
減
（
ぎ
犀
凝
毒
9
簿
旨
§
曙

　
寄
8
奉
榮
磐
α
露
銭
σ
Q
註
s
）

E
S
F
＃
⑮
対
外
関
係
（
穿
需
讐
巴
霞
跨
ω
）

　
2
　
国
家
対
応
計
画
（
N
R
P
）
か
ら

　
　
国
家
対
応
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（
N
R

　
　
F
）
ヘ

　
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
襲
来
は
、
N

R
P
が
出
来
て
初
め
て
の
N
R
P
発
動
で
あ

っ
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
連
邦
政
府
の
D

H
S
や
F
E
M
A
な
ど
に
お
け
る
N
王
M
S

の
具
体
的
な
運
用
体
制
は
不
十
分
で
、
特
に

州
と
の
連
携
体
制
、
州
に
対
す
る
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
と
い
う
点
で
は
、
十
分
な
役
割
を
果

た
し
得
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
連
邦
側

の
問
題
も
あ
っ
た
が
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
で
も

ミ
シ
シ
ッ
ピ
州
で
も
、
ま
だ
N
I
M
S
に
対

応
す
る
州
の
計
画
は
策
定
し
た
ば
か
り
で
具

体
的
な
訓
練
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
事
情
も
あ

り
、
そ
う
し
た
問
題
が
対
応
の
遅
れ
を
招
い

た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
問
題
や
F
E
M
A
の
権
限
の
問

題
な
ど
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

5↑一米国における災害対応・復興の法システム



二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
は
「
カ
ト
リ
ー
ナ
後

の
危
機
管
理
改
革
法
（
3
撃
浮
樽
誉
麟
国
鋸
零

伊貸

窪
昌
認
8
馨
》
8
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ

に
対
応
し
て
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
も
修
正
さ
れ

た
。　

こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
か
ら
オ
バ
マ
政
権
と
な
り
、
オ
バ
マ
政
権

も
基
本
的
に
は
こ
の
流
れ
を
受
け
継
い
だ
。

オ
バ
マ
大
統
領
は
就
任
直
後
の
二
〇
〇
九
年

三
月
に
、
そ
れ
ま
で
の
N
R
P
を
改
定
し
、

国
家
対
応
フ
レ
…
ム
ワ
ー
ク
（
Z
呂
8
臥
閃
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
レ

。。

唱
8
器
零
馨
睾
・
蒔
”
以
下
N
R
F
）
を
発
表

し
た
。
N
R
P
と
N
R
F
の
大
き
な
違
い
は

な
い
が
、
N
R
F
と
同
時
に
発
表
し
た
各
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
レ

関
の
権
限
に
つ
い
て
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
中

心
と
な
っ
て
対
応
に
当
た
る
F
E
M
A
な
ど

の
機
関
の
権
限
が
強
化
さ
れ
、
プ
ロ
セ
ス
が

単
純
化
さ
れ
た
。
前
項
で
挙
げ
た
ス
タ
フ
ォ

ー
ド
法
に
よ
る
対
応
プ
ロ
セ
ス
も
、
N
R
P

で
示
さ
れ
て
い
た
プ
ロ
セ
ス
よ
り
も
ず
い
ぶ

ん
単
純
化
さ
れ
、
わ
か
り
や
す
く
な
っ
た
。

　
今
後
、
オ
バ
マ
政
権
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

な
災
害
・
事
件
対
応
が
な
さ
れ
て
い
く
か
は

現
段
階
で
は
未
定
で
あ
る
が
、
同
時
多
発
テ

ロ
か
ら
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
至
る

ま
で
の
連
邦
政
府
が
地
方
の
災
害
・
事
件
に

積
極
的
で
な
か
っ
た
時
代
に
比
べ
、
緊
急
事

態
に
お
い
て
は
、
連
邦
政
府
が
地
方
に
対
し

て
積
極
的
に
関
与
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢

が
見
え
、
今
後
の
対
応
が
期
待
で
き
よ
う
。

四

米
国
に
お
け
る
被
災
者
支
援
の

公
的
支
援
制
度

　
米
国
に
お
け
る
被
災
者
支
援
の
生
活
再
建

等
に
係
る
公
的
支
援
制
度
は
、
大
別
し
て
個

人
及
び
世
帯
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
中
小
企
業

の
支
援
制
度
、
そ
し
て
そ
れ
ら
二
つ
に
関
わ

る
が
、
洪
水
保
険
制
度
の
三
つ
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
枠
組
み
も
基
本
的
に
は
ス
タ
フ
ォ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
ロ

ド
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
1
　
個
人
及
び
世
帯
支
援
プ
q
グ
ラ
ム

　
　
（
ぎ
島
鉱
儀
織
簗
の
墜
亀
類
o
崖
器
げ
o
憲
qo

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
リ
レ

　
　
哨
8
騨
聾
“
I
H
P
）

　
個
人
お
よ
び
世
帯
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
I

H
p
）
は
、
被
災
し
た
個
人
と
世
帯
を
対
象

に
、
資
金
と
サ
ー
ビ
ス
の
包
括
的
支
援
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
住
宅
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
、
住
宅
再
建
ロ
ー
ン
、
ま
た
住
宅
以

外
の
二
ー
ズ
、
及
び
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
な

ど
に
対
す
る
支
援
が
含
ま
れ
る
。

　
I
H
P
の
基
本
的
な
目
的
は
、
災
害
発
生

時
、
1
H
P
は
損
失
が
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ

ず
、
不
動
産
が
損
害
を
受
け
、
ま
た
は
破
壊
，

さ
れ
た
災
害
地
域
内
の
人
々
に
対
し
、
金
銭

と
サ
…
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
利

用
者
向
け
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
ガ
イ
ド
が
用
意
さ

れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
理
解
と
補
助
の
申
請
方

法
に
つ
い
て
の
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

利
用
者
は
補
助
対
象
の
条
件
に
合
致
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
。
I
H
P
は
他
の
方
法
で
カ

バ
…
さ
れ
な
い
重
大
な
費
用
を
補
助
す
る
た

め
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。

　
2
　
中
小
企
業
支
援
制
度
等
、

　
　
生
業
の
維
持
・
再
建
に
関
す
る
制
度

　
米
国
中
小
企
業
庁
（
爵
。
d
ψ
貿
毘
ごo
鼠
－

需
器
髭
鼠
募
慧
ぎ
巨
S
B
A
）
は
、
災
害

で
受
け
た
損
害
が
保
険
で
カ
バ
ー
さ
れ
な
い

住
宅
、
個
人
の
資
産
、
及
び
ビ
ジ
ネ
ス
の
修

繕
ま
た
は
建
替
え
に
対
し
、
連
邦
政
府
補
助

金
付
き
の
ロ
ー
ン
（
ω
臼
匙
oo
後
き
霧
髭
鼠
纂

弩
器
§
U
一
銘
馨
R
冒
器
巴
S
B
A
D
L
）
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
S
B
A
は
該
当

す
る
住
宅
所
有
者
と
事
業
者
に
対
し
、
以
下

三
種
類
の
災
害
ロ
ー
ン
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
＊
住
宅
災
害
ロ
…
ン
”
住
宅
所
有
者
と
賃

　
　
借
人
に
災
害
で
損
害
を
受
け
た
家
屋
ま

　
　
た
は
個
人
資
産
の
修
繕
あ
る
い
は
建
替

　
　
え

　
＊
事
業
物
資
災
害
ロ
ー
ン
”
中
小
企
業
オ

　
　
…
ナ
…
に
災
害
で
損
害
を
受
け
た
個
人

　
　
資
産
（
商
晶
在
庫
、
消
耗
品
を
含
む
）

　
　
の
修
繕
あ
る
い
は
交
換
、
建
替
え

　
＊
経
済
損
失
災
害
ロ
ー
ン
”
災
害
復
興
期

　
　
間
中
、
中
小
企
業
と
中
小
農
業
組
合
を

　
　
支
援
す
る
た
め
に
提
供
さ
れ
る
資
金

　
住
宅
所
有
者
は
災
害
に
関
係
し
た
家
屋
の

修
理
の
た
め
に
、
二
〇
万
ド
ル
を
上
限
に
借

り
入
れ
が
で
き
る
。
ま
た
、
住
宅
所
有
者
と

賃
借
人
は
、
災
害
で
損
害
を
受
け
た
自
動
車

を
含
む
個
人
資
産
の
買
い
替
え
に
四
万
ド
ル

を
上
限
と
し
て
借
り
入
れ
が
で
き
る
。
S
B

A
は
個
人
の
保
険
あ
る
い
は
F
E
M
A
と
重

複
す
る
補
償
は
行
わ
な
い
。
申
請
者
が
F
E

M
A
に
も
申
請
を
行
っ
た
場
合
、
S
B
A
の

照
会
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
3
　
全
国
洪
水
保
険
プ
日
グ
ラ
ム

　
一
九
六
八
年
の
全
米
洪
水
保
険
法
（
2
甲

瓢
O
⇔
巴
題
O
O
α
　
ぎ
⑦
¢
門
き
O
①
》
9
9
　
お
O
c
Q
”
薩
鱒

ご
φ
Ω
8
S
露
器
e
で
は
、
関
心
の
あ
る

個
人
が
洪
水
に
よ
る
物
理
的
損
害
の
結
果
の

損
失
ま
た
は
不
動
産
、
個
人
資
産
の
損
失
を

防
ぐ
た
め
の
保
険
の
購
入
を
可
能
に
す
る
全

米
洪
水
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
創
設
・
運
用

す
る
こ
と
を
承
認
し
て
い
る
。
F
E
M
A
が

一
九
七
四
年
に
創
設
さ
れ
た
以
後
は
、
F
E

M
A
長
官
が
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
で

は
、
ス
タ
フ
ォ
…
ド
法
に
よ
っ
て
緊
急
事
態

対
応
、
復
興
の
大
き
な
枠
組
み
が
規
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
洪
水
保
険
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
の
中
に
位
置
づ
け
が
あ

る
。

　
洪
水
保
険
は
、
氾
濫
原
の
住
人
が
洪
水
に

よ
る
損
害
を
補
償
さ
れ
る
仕
組
み
を
提
供
す

る
。
洪
水
保
険
は
納
税
者
か
ら
洪
水
被
害
に

よ
る
経
済
的
な
負
担
を
取
り
除
く
方
法
も
提

供
し
て
お
り
、
例
え
ば
連
邦
政
府
の
災
害
支

援
や
惨
事
の
損
失
に
よ
る
所
得
税
の
軽
減
等

で
あ
る
。

　
一
九
七
三
年
の
洪
水
防
止
法
以
前
に
は
約

九
万
五
〇
〇
〇
で
あ
っ
た
有
効
な
保
険
の
数

は
、
一
九
八
九
年
に
は
二
二
〇
万
に
、
現
在
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で
は
四
三
〇
万
に
増
加
し
て
い
る
。
保
険
可

能
な
不
動
産
の
所
有
者
は
、
不
動
産
が
立
地

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
N
F
I
P
に
加
入

し
て
い
る
場
合
に
提
供
さ
れ
る
洪
水
保
険
補

償
を
購
入
で
き
る
。
　
　
　
．

　
全
米
洪
水
保
険
基
金
（
癖
①
z
蝕
。
醤
一

箆
o
鼠
H
誘
獲
磐
8
司
§
肝
N
F
I
F
）
は
N

F
I
P
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
経
済
的
責
任

を
全
う
す
る
た
め
の
機
関
で
あ
る
。
二
〇
〇

一
年
会
計
年
度
、
F
E
M
A
は
約
一
五
億
ド

ル
を
歳
入
に
繰
り
入
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は

保
険
の
掛
け
金
と
、
保
険
が
販
売
あ
る
い
は

更
新
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
三
〇
ド
ル
の
連

邦
保
険
手
数
料
か
ら
で
あ
る
。
保
険
の
掛
け

金
収
入
は
、
損
害
補
償
支
払
い
、
財
務
省
へ

の
利
子
払
い
、
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
将
来
の
洪

水
被
害
か
ら
建
築
物
を
守
る
た
め
の
経
済
的

資
金
を
提
供
す
る
協
力
要
請
増
加
費
用
（
ぎ

R
窓
ω
窪
9
珍
9
9
資
葛
撃
8
”
I
C
C
）
に

対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
連
邦
保
険
手
数
料

か
ら
の
収
入
は
、
洪
水
軽
減
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
含
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の

洪
水
地
図
製
作
お
よ
び
氾
濫
原
管
理
活
動
を

支
え
て
い
る
。

　
4
　
コ
ミ
ュ
曇
ア
ィ
開
発
ブ
臼
ッ
ク
補
助

　
　
金
（
O
o
鷺
営
§
悶
ぐ
ご
薯
①
一
〇
℃
臼
o
旨

　
　
罷
一
8
配
O
種
磐
賞
C
D
B
G
）
に
よ
る

　
　
支
援

　
以
上
の
復
興
支
援
の
他
に
、
住
宅
都
市
開

発
省
（
H
U
D
）
が
所
管
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
開
発
ブ
ロ
ッ
ク
補
助
金
（
O
舅
営
毒
尊
∪
㊦

〈
〇
一
8
露
Φ
簿
曽
○
鋳
9
き
賃
以
下
C
D
B
G
）

が
重
要
な
支
援
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

C
D
B
G
に
よ
る
支
援
は
、
災
害
の
被
害
程

度
に
応
じ
て
、
大
統
領
や
連
邦
議
会
が
個
別

に
決
定
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
も
と
も
と
C
D
B
G
は
、
H
U
D
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
行
っ
て
い
く
た
め
の
重
要

な
補
助
金
で
、
一
九
七
四
年
に
創
設
さ
れ

た
。
C
D
B
G
は
あ
る
一
定
の
コ
ミ
ョ
一
テ

ィ
に
対
し
、
基
盤
整
備
や
住
宅
整
備
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
様
々
な
必
要
施
設

を
総
合
的
に
整
備
す
る
た
め
に
、
包
括
補
助

金
と
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
通
常
の
場
合
は
低
所
得
者
層
が
多
く
住

む
地
域
の
再
整
備
な
ど
に
多
用
さ
れ
る
。

　
一
九
九
三
年
以
降
、
こ
の
C
D
B
G
が
災

害
後
の
地
域
の
復
興
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
地
震
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
の
被
害
な

ど
に
お
い
て
は
、
被
害
を
受
け
た
エ
リ
ア
が

広
範
囲
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ら
地

域
で
の
個
別
支
援
を
連
邦
政
府
が
行
っ
て
い

く
の
は
大
変
困
難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地

域
の
側
か
ら
一
定
の
地
域
を
設
定
し
、
そ
の

中
で
の
復
興
計
画
を
立
て
、
そ
れ
に
対
し
て

包
括
的
な
補
助
金
を
提
供
す
る
の
が
C
D
B

G
の
災
害
復
興
資
金
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
最
大
の
資
金
提
供
が
行
わ
れ

た
の
が
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
の
場
合

で
あ
り
、
総
額
で
約
一
六
〇
億
ド
ル
（
約
一

兆
六
〇
〇
〇
億
円
）
の
支
援
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
際
、
前
項
の
個
人
及
び
世
帯
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
は
別
に
、
被
害
を
受
け
た
住
宅
の
建
て

替
え
に
対
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、

一
五
万
ド
ル
（
約
一
五
〇
〇
万
円
）
の
建
て
替

え
補
助
金
が
C
D
B
G
か
ら
提
供
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
補
助
金
は
、
被
害
の
状
況
を

勘
案
し
た
連
邦
政
府
が
特
別
に
創
出
し
た
も

の
で
あ
り
、
恒
常
的
な
補
助
金
で
は
な
い
。

お
わ
り
に

　
米
国
は
、
州
の
権
限
が
強
く
、
全
米
を
統

括
し
た
政
策
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど

多
く
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
米
国
の
大
規
模
な
災
害
・
事
件
対
応
、

ま
た
そ
の
復
興
な
ど
の
緊
急
事
態
対
応
に
つ

い
て
は
、
全
米
規
模
で
の
統
括
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
シ
ス
テ

ム
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
一
九

八
八
年
の
ス
タ
フ
ォ
ー
ド
法
で
あ
る
。
ス
タ

フ
ォ
ー
ド
法
は
、
大
統
領
が
宣
言
す
る
緊
急

事
態
、
大
災
害
に
関
し
、
そ
の
緊
急
事
態
対

応
か
ら
復
旧
、
復
興
そ
し
て
事
前
準
備
や
被

害
軽
減
に
至
る
ま
で
、
体
系
的
な
緊
急
事
態

対
応
を
定
め
た
法
律
で
あ
る
。

　
こ
の
法
に
基
づ
き
緊
急
事
態
対
応
に
関
す

る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
の

は
注
目
に
値
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
フ
ォ

ー
ド
法
は
あ
る
意
昧
で
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

提
供
し
、
個
別
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
が
整

備
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
体
系
は
、
様
々

な
災
害
、
事
件
を
通
じ
て
大
き
く
変
更
さ

れ
、
そ
の
時
代
に
対
応
す
る
体
系
が
作
ら
れ

て
き
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
時
代
に
対
応
す

る
緊
急
事
態
管
理
の
体
系
づ
く
り
が
継
続
し

て
い
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
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）
　
こ
の
項
は
、
閃
函
蟹
譲
の
8
曇
ゲ
馨
”
＼
＼

妻
擁
国
宝
》
血
O
ミ
昏
O
葺
＼
霞
の
8
受
’
落
耳
一
を
翻

訳
、
要
約
し
た
も
の
に
加
筆
修
正
し
て
構
成
。

（
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）
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び
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罷
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暴
臼
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の
鼠
び
箆
も
無
を

翻
訳
、
要
約
し
た
も
の
を
加
筆
修
正
し
て
構
成
。
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（
あ
お
や
ま
・
こ
う
ぞ
う
　
京
都
府
立
大
学
教
授
）
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